
II. 遺跡調査の概要
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名古屋城三の丸遺跡
なごやじょうさんのまる

名古屋市中区三の丸地内

名古屋地方裁判所執行部・
簡易家庭裁判所交通部合同庁舎建設

平成 13年５月～９月

1,000 ㎡

石黒立人・松田　訓・堀田剛史

　調査は国土交通省中部地方整備局による名古屋地方裁判所執行部・簡易家庭裁判所交通

部合同庁舎（仮称）建設に伴う事前調査として、愛知県教育委員会を通じた委託事業として、

平成 13年５月 7日から９月７日にかけて実施した。調査面積は 1,000 ㎡である。

 名古屋市は、木曽三川（木曽・長良・揖斐）などによって形成された濃尾平野の南端及

び、名古屋台地、尾張丘陵などに市域を広げる。名古屋城は名古屋台地の北西端に立地し、

北西側に広がる沖積地との標高差を利用して築城されている。名古屋城三の丸遺跡は、こ

の名古屋城の南側に位置している。現地表高は、13ｍを測る。

 今回の調査でこれまでに確認された遺構は、戦国時代の溝が約 10条、近世の土坑約 200

基、井戸５基、かまど施設の基底部と思われるものなどである。

　戦国時代の遺構では、主として溝が検出された。これらは、東西、南北の方位にほぼ合

わせられており、規模も本遺跡で過去に確認されたこの時代の溝としては中・小規模程度

のものであり、城の防備的性格を想起させる大規模なものとは異なり、屋敷などの区画に

伴うものと考えられる。戦国期の遺物では、瀬戸・美濃産陶器碗、皿、土器皿、鍋、釜の

破片が確認できたが、わずかな量であった。

　近世の遺構では、屋敷跡に関連するものが検出された。本調査地点では、坪間路顕帖（名

古屋市博物館蔵）などの記述から想定されていた屋敷境の位置に、南北方向の石組みを伴

う近世後期の溝跡、これと間隔を開けることなく幅狭で深い掘り込みが併行して検出され

た。幅狭で深い掘り込みは、塀の基礎工事に伴うものと思われる。土坑では、東西方向に

３列の土坑列が検出された。この東西土坑列は南北方向では並ばず、南に向かって隣列と

は互い違いに検出された。埋土はいずれもしまりの少ない砂混じりの斑土で、人為的に一

度に埋められた様相を示しており、庭木の移設痕などが推測される。素掘りの井戸跡は、

いずれも調査地点南東部に集中して検出され、かまど施設の基底部と思われる遺構は、板

状の石を敷いてその周囲を粘土で囲った痕跡が認められ、周辺に焼土、炭化物が混在した。

　近世の遺物では、瀬戸・美濃産陶磁器、肥前産陶磁器の碗、皿、鉢類を中心とし、瓦、

土器皿、焼塩壺等の出土が認められた。 （松田　訓）

調査の経過

立 地 と 環 境

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「名古屋北部」）



9

愛知県埋蔵文化財センター　平成 13 年度　年報　2002.3

調査区遠景（南から） 上面全景（南西から）

カマド施設基礎部か 溝遺物出土状況

屋敷境溝（北から） 移植痕か（北から）

写真測量風景 現地説明会風景
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伝法寺本郷遺跡
でんぽうじほんごう

調査地点（1/2.5 万「一宮」）

一宮市丹陽町伝法寺地内

県道高速清洲一宮線建設

平成 13年 4月～ 6月、9月

1,600 ㎡

石黒立人・鵜飼雅弘・早野浩二

　伝法寺本郷遺跡は、一宮市丹陽町伝法寺地内に位置する。本遺跡の発掘調査は県道高速

清洲一宮線建設の事前調査として、名古屋高速道路公社より愛知県教育委員会を通じた委

託事業として行った。調査対象は橋脚部分のみ７工区、合計 1,600 ㎡で、国道 22号線伝

法寺交差点の以北にＡ～Ｃ区の３調査区、以南にＤ～Ｇ区の４調査区を設定し、Ａ～Ｄ区

を平成 13年４月から６月、Ｅ～Ｇ区を平成 13年９月にそれぞれ調査を実施した。

　本遺跡は自然堤防と後背湿地が連続する五条川右岸、標高６ｍ前後の沖積平野に立地す

る。周辺には北東 1.5 ㎞圏内に伝法寺廃寺、元屋敷遺跡、伝法寺野田遺跡、権現山遺跡など、

弥生時代から古代にかけての遺跡が点在する。

　調査の結果、本遺跡は古代・中世を中心とする時期の遺跡であることが判明した。古代

の遺物包含層と遺構は古い微高地に相当するＤ区において濃密で、その周囲の調査区は後

背地あるいは旧河道に相当する。中世には沖積化の進行によって新たに微高地化したＡ・

Ｂ区を中心に遺構が展開する。

　Ａ・Ｂ区は古代においては旧河道域に相当する。この旧河道は中世に至るまでには埋没

し、その周辺は微高地化する。この微高地を形成する粗粒砂層の上面では中世の遺構が検

出された。Ａ区ではほぼ南北方位をとる溝群を検出し、これらの溝群は中世から近世にか

けて幾度も再掘削されたことも確認された。なお、Ａ区の河道からは大量の自然木ととも

に黒笹 14号窯期の灰釉陶器椀が出土している。

　Ｃ区の大部分は後背地に相当し、近世以降の水田を検出したのみにとまる。一方でＣ区

の南東部からＤ区にかけては古い微高地が広がり、Ｄ区では竪穴住居２棟（ＳＢ 01、Ｓ

Ｂ 02）をはじめとする古代の遺構群を検出した。ＳＢ 02 では竈が比較的良好に残存し

ており、燃焼部の火床面では須恵器無台椀が伏せ置かれた状態で出土した。これらの遺構

の時期は折戸 10号窯期を中心とする。

　Ｃ区の下層では、黒～黒褐色粘土の上面において小区画水田を検出した。作土および床

土からは土師器の細片がえられたのみで、水田の時期は明確にされないが、他遺跡の水田

遺構との比較から、古墳時代の可能性が高いと考えられる。なお、この黒～黒褐色粘土層

はＢ区の南東部からＧ区にかけて広範囲に認められることから、遺跡周辺には広大な水田

景観が広がっていたものと推測される。

　Ｅ・Ｆ・Ｇ区では、近世以降の水田と島畠が連続して検出されるのみで、遺構、遺物と

もきわめて希薄であった。 （鵜飼雅弘・早野浩二）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

A ・B 区

C ･ D 区

E ･ F ･ G 区
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

伝法寺交差点

Ｎ

至名古屋

至岐阜

調査区配置図（1：3000）

D 区 全景（古代～中世） D 区 SB02 竈

C 区 古墳時代水田

A 区 旧河道出土灰釉陶器椀

A 区 全景（中世）
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上品野蟹川遺跡
かみしなのかにかわ

瀬戸市上品野町地内

国道 363 号線道路改良工事

平成 13年 10月～平成 14年３月

5,550 ㎡

服部信博・木川正夫・武部真木

 調査は国道 363 号線道路改良工事の事前調査として愛知県建設部道路建設課より愛知

県教育委員会を通じた委託事業として本年度はＡ,Ｂ,Ｃ,Ｄの調査区に分割して実施した。

これまでに（財）瀬戸市埋蔵文化財センターによって平成７年と平成 10年に調査され、

愛知県埋蔵文化財センターでは平成 11年度より調査を継続している。

 遺跡は水野川と蟹川が合流する地点付近の標高 180m前後の沖積地に立地している。

現況は水田地帯であるが、近隣住民によれば戦時中は沼地であったのを改良し、芋などを

栽培していたという。遺跡東方の丘陵上には中世城館跡の桑下城跡が、南方約 0.5 ㎞には

旧石器～近世の複合遺跡である上品野遺跡などが分布する。

 調査範囲は、河川合流部付近に形成された平坦地の西北端に相当し、これまでに旧蟹川

と思われる自然流路と丘陵斜面、自然流路に挟まれた微高地などの地形が確認されている。

今回の調査地点はＡ区とＣ a区の一部を除いてほぼ全体が自然流路に含まれることがわ

かった。また、Ａ区の丘陵斜面では自然流路の縁に沿うように幅約２m、深さ 0.8 ｍの

溝 SD01 を検出した。

 自然流路は暗褐色砂質土層と青灰色粗粒砂～シルト層が拳大の礫層をはさんで堆積して

おり、表層では近世～近代の陶磁器や窯道具、上層の暗褐色粗粒砂層からは鎌倉～戦国時

代の灰釉系陶器椀、小皿類と瀬戸・美濃産陶器、下層の暗褐色土層からは８世紀後半～９

世紀代を中心とした須恵器、灰釉陶器が含まれる。

 注目すべき資料としてＢ , Ｄ区自然流路の主に下層から「文室門」（ふんやのもん）と

墨書された陶器が合計４点出土している。灰釉陶器椀または皿が３点（Ｋ -14 が２点、

Ｋ -90 が１点）と須恵器椀１点であり、字体や筆致から２つのグループに分けられる。

須恵器の墨書はＫ-14の時期のものに近い。その他にも判読不能の古代の墨書２点がある。

また、鉄鏃２点（Ｂ , Ｃ区）、川岸に近い浅瀬で陽物形木製品１点（Ｂ区）、緑釉陶器皿１

点を検出した。昨年度調査では「山寺」「山」「阿」と「門」が判読できる墨書灰釉陶器が

出土しており、平安時代竪穴住居１棟とピット群が検出された 00Ａ区に隣接する今年度

Ｃ a区に遺物の集中が認められる。「文室門」の意味は不明であるが、数少ない出土遺物

の中でも墨書陶器の割合は高く、また川縁に単独で建つ住居もやや不自然な立地と感じら

れ、周辺が何らかの祭祀に関わる地点（施設）であった可能性が考えられる。

 なお、包含層より古墳時代の土師器小型壺（松河戸 II）１点、古代の流路下層より青灰

色粗粒砂～粘土質シルト層を約１m掘り下げたところで縄文土器（後期）を検出した。

                                   （武部真木）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「多治見･猿投山」）
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北居住区
01Aa

01Ab
01Ac

01Bc01Bb

01Cb

01Ca

01Ba

01Bd

01Ad

01Da

01Db

01Dc

01Dd

01De
01Df

01Dg
01Dh

01Di

01Ae
01Af

Ａ区空測写真 （蛇行する SD01 の画面右側全体が自然流路）

Ｂ区全景（東から）

NR01 出土墨書灰釉陶器

1 3

32

1
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中洞窯跡
なかぼらかま

瀬戸市上品野町地内

東海環状自動車道

平成 13年７月～ 10月

1,200 ㎡

服部信博・藤岡幹根・川添和暁

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として日本道路公団中部支社岐阜

工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。調査面積は 1,200 ㎡

で平成 13年７月から 10月にかけて実施した。

 中洞窯跡は、瀬戸市東部、上品野町の品野盆地を囲む丘陵内に位置する古窯である。水

野川の支流である中洞川の右岸、丘陵の南西斜面に立地しており、標高は 225mである。

周囲には、宇トゲ窯跡・上品野窯跡・稲荷北神社北窯跡・桑下窯跡・上品野丸山窯跡など

中世古窯が多数知られている。

 遺跡全体は中洞川の堰堤建設時にかなりの破壊を受けていたものの、調査によって、遺

跡が南西方向に開口する谷地形の斜面に立地していることが明らかになった。確認された

遺構は、窯体１基・作業施設３基 ( １基はロクロピットが見られる )・整地部分 ( 作業空

間 )・灰原である。操業の時期は古瀬戸中期 II 段階から古瀬戸中期 III 段階までと考えら

れる。窯体は谷地形方向の北東ー南西方向に作られており、整地部分は焚口から前庭部に

かけてに見られる。灰原は、前庭部から南西方向の中洞川に向かっての傾斜地に形成され

ている。調査区北東から南西にかけて谷状地形出自の水流によって、全体的に二次堆積の

様相を呈する結果となっている。

 窯跡は燃焼室から焼成室にかけてのみが確認され、全長のおよそ２分の１のみが残存し

ている。残存部での全長は約 3.5m 、最大幅は焼成室で約 2.5m 、最大傾斜約 30 度、最

深部は分焔柱部分で約 80㎝を測る。断割りの結果、窯壁で３回、床で４回の補修が確認

できた。窯体の上半部は地滑りにより大きく破壊を受けており、地滑りの成因としては、

大地震や集中豪雨などによる地盤の緩みと考えられる。調査により西方向に崩落し大きく

陥没した状態で地滑り跡が検出された。

 作業施設としては３基検出された。SK06・SK07 はともに窯体東側に位置し、南側の大

部分がすでに破壊を受けていた。SK08 は窯体西側に位置するもので、長軸 130 ㎝・短軸 

110 ㎝、深さ 60㎝を測る風化花崗岩を竪穴状に掘り込んだ遺構である。遺構の中心部に

さらに長軸 35㎝・短軸 30㎝の小ピットが検出された。中心部分径 15cmほどが筒状に

土の変化が見られることから、ここがロクロの軸受け部分であったと考えれる。

　古瀬戸および山茶椀との両者がみられる。古瀬戸では椀・天目茶椀・折縁深皿・卸皿・

柄付片口・花瓶・四耳壷・瓶子・水注などの器形が、山茶椀系では椀・小皿・片口鉢が見

られる。その他、匣鉢・陶丸なども出土している。古瀬戸および山茶椀は両者とも一定量

出土しており、ともにここで生産されていたと考えられる。

調査の経過

立地と環境

調査の概要

遺 構

出 土 遺 物

調査地点（1/2.5 万「多治見･猿投山」）
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　調査により、古瀬戸中期 II 段階から III 段階にわたって操業された当時の窯業生産の場

が確認できた。尾根を越えて反対側に作られた宇トゲ窯跡が古瀬戸後期段階であり、一連

の変遷を理解できる貴重な資料となると考えられる。また、窯体には地滑りにより破壊を

受けていることが確認され、今回の特筆すべき成果として注目される。

 末尾になりましたが、中洞窯跡窯体の地滑りの評価について、愛知県立大学鈴木康弘先

生より多大なるご教示を賜りました。ここに感謝の意を表します。 （藤岡幹根・川添和暁）

調査の成果
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第１図 遺構配置図（1:400 ）
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窯創業時

崩落後 道路開鑿時

第 3 図 中洞窯跡の変遷

作業風景 窯体と地滑り部分（北西より）

発掘データ
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宇トゲ窯跡
う と げ か ま

瀬戸市上品野町地内

東海環状自動車道

平成 13年８月～９月

400 ㎡

服部信博・藤岡幹根・川添和暁

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として日本道路公団中部支社岐阜

工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。調査面積は 400 ㎡で

平成 13年８月から９月にかけて実施した。

 宇トゲ窯跡は、瀬戸市東部、上品野町の品野盆地を囲む丘陵内に位置する古窯である。

水野川の支流である大戸下川の右岸、丘陵の南西斜面に立地しており、標高は 230mで

ある。周囲には、中洞窯跡・上品野窯跡・稲荷北神社北窯跡・桑下窯跡・上品野丸山窯跡

など中世古窯が多数知られている。

 今回検出された遺構は作業施設１基 (SK01) と灰原である。SK01 は長軸 300 ㎝・短軸

220 ㎝・深さ 60㎝を測り、風化花崗岩を斜面部で竪穴状に掘り込んだ遺構である。埋土

の堆積状況から最低３回の使用が認められ、最上面では釉の見られない半完成品が多く出

土した。灰原は SK01 から斜面下より、12m×８mの範囲の広がりが確認でき、最深部で

は約 50cmほどの堆積が認められた。灰層の堆積は壇状に堆積している状況が確認できた

調査の経過

調査の概要

立地と環境

灰層の広がり
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第 1 図 調査区位置図
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一方、一部窯体推定部分からして地形的に不自然な位置にも堆積がみられる。灰層の流れ

の方向は、今回の調査では東側から西側への一方向しか確認できなかった。

 古瀬戸後期の、碗・折縁深皿・皿・鉢・天目茶碗・柄付片口・香炉・合子・四耳壷・瓶

子・花瓶・水注・片口鉢・擂鉢などが出土した。

 今回の調査は遺跡範囲の東端のみであった。灰層の形成に関して、現状からでは自然の

掻き出しによる堆積とは認められない部分が存在する。この点に関して、二つの仮説を提

示できる。（１）現在は存在しない窯がかつて東側に存在していて、その灰層はこの窯か

ら由来したとするもの、（２）宇トゲ窯の窯内からの掻き出し物により人為的に整地をし、

作業スペースとして空間を確保したとするもの、である。今後出土遺物の細密な検討など

から灰層の形成を分析することによって、解明していきたい。 ( 藤岡幹根・川添和暁 )

X:-
83
330

X:-
83
320

X:-
83
315

X:-
83
310

X:-
83
305

X:-
83
300

X:-
83
29
5

Y:-1950

Y:-1940

Y:-1935

Y:-1930

Y:-1925

N

0 10m

23
0.5

23
1.0

231.5

232.0

232.5

233.0

233.5

234.0

2
25
.0

2
25
.5

226
.0

22
6.
5

22
7.
0

22
7.
5

22
8.
0

22
8.
5

22
9.0

22
9.5

230
.0

234.0

D1C1B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7 C7

C6

C5

C4

C3

C2 D2

D3

D4

D5

D6

D7

SK01

灰
　
　
原

第 2 図 遺構配置図（1：200）
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鶯 窯跡
うぐいすかま

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）

瀬戸市岩屋町・鳥原町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年 11月～平成 14年 3月

300 ㎡

服部信博・川添和暁・織部匡久

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として国土交通省愛知国道工事事

務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。発掘調査は平成 10年度から

継続して行われており、平成 10年度は斜面の灰原末端と灰原直下の平坦部までの調査を、

平成 11年度には尾根から窯体にかけての工房跡が展開する部分と 10年度調査区の北側

灰原の調査を実施した。本年度の調査面積は 300 ㎡で窯本体とその直下の灰原を平成 13

年 11月から平成 14年 3月にかけて調査した。

　鶯窯跡は瀬戸市岩屋町及び鳥原町に所在する 14世紀後半から 15世紀前半の窯業遺跡

で、この時期の瀬戸窯を代表する窯である。また編年資料の標識遺跡としても知られてい

る。本遺跡は品野盆地から水野川支流の鳥原川沿いに南東奥へ細長くのびた谷状地形の北

側段丘に立地している。窯体は丘陵の南斜面、標高 227mから 231mに築造され、窯直

下から標高約 200mの斜面末端まで灰原が濃密に広がっている。周辺の史跡としては遺

跡東側に隣接して、境内南東の丘陵末端に遺物散布がみられる曹洞宗の洞谷山浄源寺が、

また鳥原川を上流へ進むと観光地としても著名な愛知高原国定公園岩屋堂の由来にもなっ

ている岩屋山薬師堂がある。遺跡としては縄文時代早期・前期の鳥原縄文遺跡や岩屋堂遺

跡、古墳時代以降の鳥原遺跡などがある。また平成 10年度調査区の南端平坦部分は 19

世紀の屋敷跡、浄源寺遺跡（別名源吉屋敷跡）を一部含むと考えられる。

　今年度検出された遺構に、窯体１基、工房跡４基、土坑数基、整地部分、灰原がある。

窯体 調査区北端部、丘陵の稜線より若干下部に存在している。天井の残存は見られなかっ

たものの、煙道部から焚口まで残存しており、残存長７m50 ㎝、最大幅は焼成室で３m

を測る。窯体検出時、燃焼部全体に硬化面がみられ、焼台の配列が確認できた。窯本来の

堀形以外に壁は２面確認でき、最終操業時の最大幅は１m80㎝である。床の最大傾斜は、

約 50度と非常に急勾配である。煙道部東側には、溝１条が検出されている。

工房跡 今年度検出された分では、SX06・08・09・10 がある。SX06・09・10 は近接

する遺構群であり、基底部の広範囲に多量の赤色化した焼土と炭化物が堆積していた。

SX06 は長軸３m50 ㎝・短軸２m90 ㎝・深さ約２mを測る、風化花崗岩を竪穴状に掘っ

た長方形状の遺構である。検出面より深さ１m80㎝～１m90㎝のレベルで黄褐色土によ

る硬化面が見られ、さらに下層からは３層にわたり、炭化物・焼土・粘土を多く含む層が

確認できた。繰り返し被熱している部分は、80 ㎝×60 ㎝ほどの範囲である。SX08 は、

整地部分の下に存在する遺構である。深さ 80㎝を測る、風化花崗岩を竪穴状に掘った長

方形状の遺構で、遺構底面には、炭化物・焼土・粘土を多く含む層が確認できた。SX09

調査の経過

立地と環境

調査の概要

遺 構
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は長軸２m40㎝・短軸２m10㎝・深さ１m60㎝を測り、風化花崗岩を竪穴状に掘った長

方形状の遺構である。SX06 使用後に SX09 が作られており、SX06 側に土盛りで壁を作っ

た状況が観察できた。遺構床面上十数㎝のレベルで黄褐色土の硬化面が一面見られ、さら

に床直上には１m50㎝×80㎝の範囲にわたり炭化物・焼土・粘土を多く含む部分が確認

できた。

灰原および整地部分 灰原は調査区南半分に濃厚に分布している。全面にわたり盗掘など

による攪乱を受けているものの、窯体前庭部より南側の広範囲にわたり、灰層と整地層と

が互層堆積をなしていた。最深部で約３mを測る。灰層は、SY01 の前庭部から掻き出さ

れた状況が確認でき、鶯窯跡に堆積している灰原は SY01 からのみによることが伺われる。

 古瀬戸後期を代表とする緑釉小皿・尊式花瓶・筒形容器・直縁大皿をはじめとして平碗・

天目茶碗・折縁深皿・柄付片口・水注・瓶子・四耳壷・香炉などの器種が出土している。

釉は濃い緑色の灰釉製品が主で、鉄釉製品も見られる。灰原下層からは無釉の片口鉢が多

く出土した。集中して古瀬戸の生産に関わってたものの、操業初頭には無釉の陶器も若干

生産していたものと考えられる。

　調査の成果は以下の通りである。

（１）窯体・工房跡・整地面・灰原などの遺構群がきわめて良好な状態で検出できただけ

でなく、工房跡・整地面・灰原の時期的変遷を追うことが可能になってきた。

（２）鶯窯跡の窯体が、最終操業時の床面傾斜が約 50度と極めて急角度であるなど、構

造上の特徴を捉えることができた。これほど急傾斜の窯体は古瀬戸窯では初例となる。　

（３）工房跡と考えられる風化花崗岩を竪穴状に刳り貫いた遺構が群集して検出されたこ

と。これらの遺構はほぼ共通した構造を有している。

（４）今年度も、遺物に関して、標識となりうる膨大な資料が出土した。今までの調査で

出土しているものばかりではあるが、遺物数の把握はより実数に近いものとなるであろう。

　３年目の調査により、鶯窯跡は遺跡全体のほぼ 80%の範囲を調査したことになる。こ

れまでの調査成果を総合的に検討することにより、古瀬戸後期の窯業生産を具体的に復元

しうる資料を提示できると考えられる。さらに窯体構造・陶製茶臼や灰釉馬文皿などの特

殊な遺物存在も注目される。 ( 織部匡久・川添和暁 )

出 土 遺 物

調査の成果

SY01･SX06･SX07･SX09･SX10( 南東より ) 調査区全景 灰原・整地面検出状況 ( 南より )
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八王子遺跡
はちおうじ

瀬戸市八王子町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年８月

300 ㎡

服部信博・鈴木 裕・武部真木

　調査は東海環状自動車道建設にともなう事前調査として、国土交通省愛知国道工事事務

所から愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。遺跡の調査は平成 10年度か

ら継続して行われており、本年度の面積は県道瀬戸・設楽線に面する 300 ㎡である。

 遺跡は赤津川と木下川によって形成された狭小な沖積地に立地する。最も高い部分を東

西方向に県道が通り、この両側に宅地が造成されている。遺跡東方 500mには縄文時代

と中世の複合遺跡である白坂雲興寺遺跡があり、また木下川右岸には縄文時代～近世の複

合遺跡である長谷口遺跡が隣接して存在する。

 調査地点は道路建設および家屋建築による削平を受けていた。表土を除去するとすぐ黄

褐色粗粒砂～シルト層のベースに達し、包含層の堆積は確認されなかった。近代～現代の

窯業関連遺物を含む撹乱土坑、時期不明のピットなどを検出した。既に調査を終えた県道

北側の 00Ａ区でも道路に面する部分が高く、広く削平を受けていた。縄文早期を中心と

した遺物包含層は木下川に接する 00Ｂ区北部に広がり、これらは約１mの比高差を測る。

また、県道南側 98、99年度調査区でも縄文～中世の遺物包含層の厚い堆積がみられた。

 以上のことから道路建設以前の旧地形はさらに高い尾根状を呈しており、この地点の縄

文時代の生活面は削平されたものと思われる。 （武部真木）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

01

00A･B

99A

98

99C･B

調査区位置図 調査区全景

調査地点（1/2.5 万「多治見･猿投山」）
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凧山屋敷遺跡
たこやまやしき

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）

瀬戸市凧山町地内

県道瀬戸設楽線建設

平成 14年１月～３月

1,600 ㎡

服部信博・宇佐見　守・藤岡幹根

　調査は県道瀬戸設楽線建設に先立ち、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員会を

通じて委託を受け実施した。昨年度の範囲確認調査では、試掘トレンチから、古代から近

代にかけての遺物が出土した。本年度の調査は、調査区南側をＡ区、北側をＢ区として実

施した。

 遺跡は、瀬戸市の南東部、瀬戸市凧山町に所在する縄文時代から近代にかけての複合遺

跡で、矢田川支流である赤津川左岸、標高 190 ｍ前後の丘陵（凧山）北西斜面に立地する。

周辺の遺跡としては、北東から南西にかけての丘陵に凧山Ａ窯跡・凧山Ｃ窯跡・凧山窯跡・

瓶子窯跡と中世から近世にかけての窯跡がある。

 Ａ区は遺物包含層が良好に残存し４面調査となった。上層から近代（暗褐色砂質土）、

近世（灰黄褐色砂質土）、戦国（暗褐色土）、古代・中世（黒色土）の時期に該当すると考

えられる。調査区南部に広がる黒色土および地山直上で、古代の竪穴住居１軒（ＳＢ 01）

と中世の集石遺構（ＳＫ 476）を検出し、古代の須恵器・土師器、中世の山茶椀・古瀬

戸製品が出土した。また、黒色土上でピット群を検出したが、その多くが掘立柱建物の柱

穴と考えられる。調査区南部に広がる暗褐色土ないし調査区北部の地山直上で、根石を持

つ柱穴群、溝（ＳＤ 07他）、大型土坑（ＳＫ 55・172 、ＳＸ 07 他）を検出した。根石

を持つ柱穴の大きさは、まちまちだが、直径 60㎝以上の大型のものは、穴を深く掘削し

途中まで埋め戻して根石をすえている。ＳＤ 07は調査区南部で検出した溝で、検出長約

22 ｍ、幅約２ｍ、深さ約 50 ㎝を測る。屋敷の区画溝と考えられ、山（東）側から廃棄

された様に人頭大の円礫（花崗岩）や陶器（古瀬戸から大窯にかけて）が多く出土した。

調査区北部の大型土坑も円礫や陶器が出土し、廃棄土坑と考えられる。遺跡名の由来と

なった近代の屋敷に関わる遺構として、石垣と石組み溝（ＳＤ 01）を検出した。ＳＤ 01

は調査区南部で検出した溝で、検出長約 17ｍ（石組みの残存長は 7.5 ｍ）、幅約 1.2 ｍ、

深さ約 20 ㎝を測る。石組みは 1ヶ所のみ 2段となっている他は 1段で、石材は花崗岩

の円礫である。また、調査区北部で、幕末から近代にかけての陶磁器が多く出土した。出

土遺物の多くは近隣の窯跡で焼成されたと考えられる陶磁器や窯道具である。しかし、窯

跡で見られる様な失敗作は少なく、窯道具も完形に近いものが多い。また、土師質の鍋や

皿など窯での焼成品以外のものや、使用痕のある擂鉢などが出土している。このことから、

この地が近隣の窯跡と関連した場と考えられる。 （宇佐見　守）

調査の概要

調査の経過

立地と環境
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近代の屋敷に伴う石垣 石組み溝（ＳＤ 01）

調査区全景（2 面） 廃棄土坑（ＳＸ 07）

遺物出土状況（ＳＫ 55） 遺物出土状況（ＳＫ 174）

大型土坑（ＳＫ 172） 遺構検出状況（3 面）



所 在 地

調 査 理 由

調 査 期 間

調 査 面 積

担 当 者
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巡間 E窯跡
は ざ ま E か ま

瀬戸市巡間町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年 4月～ 6月

1,400 ㎡

服部信博・川添和暁・織部匡久

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として国土交通省愛知国道工事事

務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。調査面積は1,400㎡で平成13

年 4月から 6月にかけて実施した。

 巡間 E窯跡は瀬戸市の南東部巡間町地内に所在する室町時代初頭の窯業遺跡である。本

遺跡は矢田川上流の赤津川流域に広がる赤津盆地を囲む丘陵の一角に位置している。巡間

E窯跡は標高 200mから 210mを尾根とする馬蹄形をした丘陵の内側南東斜面に立地し

ている。窯体は尾根直下に 2基確認され、その軸線は真北から約 60度西へ振っており、

標高は 198mから 201mほどである。灰原は窯直下から谷底部の標高約 190mほどのと

ころまで全体的に広がっている。丘陵の南端には東から西へ流れる惣作川に沿って里道が

存在し、里道を挟んだ遺跡の対岸には自動車道の瀬戸東 IC の工事が進んでいる。周辺の

主な遺跡としては上述の里道を西に進んだ式内社の大目神社には境内に古墳時代後期の円

墳がある。北約 300mに近世の窯跡として著名な瓶子窯跡がある。また北東約 600mの

ところに縄文時代の八王子遺跡が、さらに西へ約 1kmには縄文時代から中世の複合遺跡

である惣作鐘場遺跡などがある。

 今回の調査で検出された遺構は、窯体２基・作業施設１基・溝１条・整地面に作られた

ロクロピット１基・灰原である。

 窯体 SY01は、煙道部から前庭部にかけて検出できた。天井部分はすでに崩落しており、

窯壁から床までの、地山である風化花崗岩を刳り貫いて作られた部分のみ残存していた。

残存長約 7.9m・最大幅約 2.2m・最大傾斜 32度を測る。壁および床で修復の痕跡が最低

１回は観察できた。出土遺物などから山茶椀を主に生産していたものと考えられる。煙道

部からダンパーにかけての残存は良好で、ダンパーで深さ 50㎝を測った。ダンパーに使

用されたと考えられる炭化材も出土している。焼成室の床表面に見られる硬化面はすでに

消失しており、青灰色の粘質土が露出していた。分焔柱は残存高約 40㎝で、焼成室側か

ら燃焼室側にかけて一度補修が行われていた。

 SY02 も煙道部から前庭部にかけて検出され、天井部分はすでに崩落していた。残存長

約 8.8m・最大幅約 2.7m・最大傾斜 31度を測る。出土遺物などから古瀬戸を主に生産し

ていたものと考えられる。SY01 同様に、SY02 も煙道部からダンパーにかけての残存が

良好であった。深さ 45㎝を測り、空気の開閉部分の形状をよく留めていた。焼成室では、

床表面の硬化面が若干残存しており、分焔柱にほど近い焼成室では焼台の配列が観察でき

た。壁および床で修復の痕跡が最低２回観察できた。窯体内は赤色を呈している。分焔柱

調査の経過

立地と環境

調査の概要

遺 構

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）
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は残存高約 30㎝で、焼成室側から燃焼室側にかけて一度補修が行われていた。

 作業施設 地山を切ってさらに窯からの掻き出し物などで整地をしている部分(SX01)、

境目の斜面に対して平行に切っている溝 (SD01) 、SX01 を掘り込む形のロクロピット

(SK04) 、SX01 下では土坑２基 (SK01・02) 、SY02 北東奥では、地山を刳り貫いた長方

形を呈する遺構 (SX03) が検出された。

 SX03 は長さ約 3.2m・最大幅約 2.1m・深さ約２mにわたり、風化花崗岩を刳り貫い

て作られた遺構である。内面には厚さ数センチの炭化物が堆積し、周囲には溝が巡る。

遺物は生焼けの四耳壷片のみで、SY02 に伴う遺構かと考えられる。SX01 は、古瀬戸片

および山茶椀片などの遺物のほかに炭化物および焼土塊を多量に含む灰層を何度も重ね

て作られている。SX01 上から掘り込まれた SK04 は、長径約 90 ㎝・深さ約 60 ㎝、軸

部で直径約 10 ㎝・深さ約 40 ㎝を測り、遺構上面には片口鉢が正位置で置かれていた。

SK01・02 は、長軸約３m程、短軸約 1.5mから２m程で、山茶椀のみの出土であった。

SY01 に伴う施設と考えられる。

 窯の前庭部から SX01 、さらに下方の傾斜する斜面および谷底には、灰原が展開して

いる。谷奥部を中心に、長径約 30m・短径約 23mの範囲にわたっている。セクション

では SY01・SY02 の両窯からの灰層が互層をなしており、さらに風化花崗岩出自の粗粒

砂が厚く灰層間に堆積する様子が観察できた。最深部の堆積は約 3.5mであった。

 山茶椀系では椀・皿・片口鉢など、古瀬戸では、椀・折縁深皿・皿・鉢・天目茶椀・

柄付片口・香炉・四耳壷・瓶子・水注などが出土した。古瀬戸の出土では特に折縁深皿

が目立っていた。

 窯操業以前に堆積したと思われる赤褐色土からは、縄文土器 ( 中期後半 ) が若干出土し

た。また、石鏃・磨製石斧も採集されている。

 この調査では、独立した丘陵全体を調査対象とした。そのため、窯本体・作業施設お

よび作業場・灰原を総合して調査できたことにより、窯周辺の窯業生産の復元ができう

るのが大きな成果である。窯体内の出土遺物では、SY01 は山茶椀９型式、SY02 は古瀬

戸中期 IV 段階が中心である。灰原では両窯からの灰層が互層をなして堆積していること

から、SY01 と SY02 はほぼ同時操業していた時期があったと考えられる。しかし SY01

の操業終了後、SY02 の掻き出し物により SY01 の前庭部を土盛りなどして整地されてい

ることから、最終的には SY02 のみが操業していたことが伺われる。窯体についてはダ

ンパー構造の良好な残存状態など、貴重な資料の提示ができるものと考えられる。 

 ( 織部匡久・川添和暁）

出 土 遺 物

ま と め
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完掘状況（東より） 灰層堆積状況（東より）

SY01（東より） SY02（東より）

SX03（北より） SK04（北西より）




































































































